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習 志 野 市 分 別 収 集 計 画  

 

令和元年６月 

 

１．計画策定の意義 

 

 本計画は容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下「法」という）第８条に基づ

き、最終処分場の残余面積の逼迫や消費様式の多様化に対応した処理の必要性等、廃棄物、リサイクルをと

りまく今日的状況をふまえ、一般廃棄物の大宗を占める容器包装廃棄物を分別収集し、地域における容器包

装廃棄物の３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進及び最終処分量の削減を図るため、市民・事

業者・行政それぞれの役割を明確にし、具体的な推進方策を明らかにするとともに、これを公表することに

より関係者が一体となって取り組むべき方針を示したものである。 

 本計画のもと、容器包装廃棄物の３Ｒを推進することによって、廃棄物の減量や最終処分場の延命化、温

室効果ガスの削減、資源の有効利用が図られ、循環型社会の形成が図られるものである。 

 

２．基本的方向 

（１）前項で示した目的に向かい、市、市民、事業者が一体となった取り組みを行う。必要な情報提供は市

が積極的に実施する。 

（２）（１）にとどまらず、総合的な環境負荷の低減に配慮した生活、事業活動を個々が実施する。 

 

 

３．計画期間 

  本計画の計画期間は、令和２年４月を始期とする５年間とし、令和４年度に見直す。 

 

 

４．対象品目 

  本計画では、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無色、茶色、そ 

の他）、飲料用紙製容器、段ボール、紙製容器包装、ペットボトル、プラスチック製容器包装を対象とする。 



-2- 

５・各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

 

     （単位：t） 

  ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

スチール缶 202 198 194 190 186 

アルミ缶 289 284 278 271 265 

ガラスびん 1,099 1,077 1,055 1,032 1,009 

飲料用紙製容器 30 28 27 26 25 

段ボール 1,832 1,844 1,853 1,862 1,870 

その他紙 1,496 1,493 1,496 1,495 1,492 

ペットボトル 684 718 747 777 809 

白色トレイ 75 75 75 75 75 

その他プラスチック 2,750 2,752 2,748 2,742 2,734 

合計 8,457 8,469 8,473 8,470 8,465 

※スチール缶・アルミ缶・ガラスびんに関しては、過去３ヵ年の実績を基に、各年度の予測値を算出

うえで、ビン・缶の合計値を出し、「第 9 期市町村分別収集計画策定の手引き」表 2-3-1「ごみ排出

量に占める容器包装廃棄物比率」により算定 

※紙パック・段ボール・ペットボトルに関しては過去３ヵ年の実績を基に、各年度の予測値を算出 

※その他紙・白色トレイ・その他プラスチックに関しては、「第 9 期市町村分別収集計画策定の手引き」

表 2-3-1「ごみ排出量に占める容器包装廃棄物比率」により算定 
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６．容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項（法第８条第２項第２号） 

 

 施策 実施者（主） 実施者（従） 

1 マイバッグ持参 市民 事業者 

2 詰替え商品の利用 
量り売りの利用 

市民 事業者 

3 
フリーマーケットの利用 
リサイクルショップの利用 

市民  

4 エコ製品等の利用 市民  

5 簡易包装の推進 事業者 市民 

6 使い捨て容器の使用抑制 
（リターナブル容器の使用） 

事業者 市民 

7 リサイクル教室等の実施 市 市民 

8 環境学習の支援 市 市民（学校） 

9 広報・ＨＰ等による情報提供 市 市民、事業者 

 市、市民、事業者が相互に連関しながら表に示した施策等を実施していく。 

 

 

７．分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る分別の区分 

  （法第８条第２項第３号） 

 

分別収集する容器包装の種類 分別の区分 排出方法 

主としてスチール製の容器包装 

資源物（ビン・缶） 混合（集積所収集） 

主としてアルミ製の容器包装 

主としてガラス製の容

器 

ガラス製容器（無色） 

ガラス製容器（茶色） 

ガラス製容器（その他） 

主として紙製の容器包装であって飲料を充てんするためのもの（原

材料としてアルミニウムが利用されているものを除く） 

資源物（牛乳パック等の
飲料用紙パック） 

単独（集積所収集） 

主として段ボール製の容器包装 資源物（段ボール） 単独（集積所収集） 

主としてﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾃﾌﾀﾚｰﾄ（PET）製の容器包装であって飲料又はしょ

うゆその他主務大臣が定める商品を充てんするためのもの 
資源物（ペットボトル） 単独（集積所収集） 

主としてプラスチック製容器包装であって上記

以外のもの 

資源物拠点回収 
（食品用白色発泡トレイ） 

単独（拠点回収） 
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８．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイ  

クル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第８条第２項第４号） 

 

         （単位：t） 

  ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

①主としてスチール製の容器 178  177  178  178  177  

②主としてアルミ製の容器 232  232  233  232  232  

③ガラス製容器（無色） 230  229  230  229  229  

（うち指定法人引渡量)(うち市独自処理量） （０） （230） （０） （229） （０） （230）  （０） （229） （０） （229） 

④ガラス製容器（茶色） 199  199  200  199  199  

（うち指定法人引渡量)(うち市独自処理量） （０） （199） （０） （199） （０） （200）  （０） （199） （０） （199） 

⑤ガラス製容器（その他） 7 7  7  7  7  

（うち指定法人引渡量)(うち市独自処理量） （7） （０） （7） （０） （7） （０） （7） （０） （7） （０） 

⑥主として紙製の容器であって飲料を充てん
するためのもの（原材料としてアルミニウムが
利用されているものを除く） 

16  16  16  16  16  

⑦主として段ボール製の容器 1,089 1,087  1,090  1,089  1,087 

⑧主としてﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾃﾌﾀﾚｰﾄ（PET）製の容器
であって飲料又はしょうゆその他主務大臣が

定める商品を充てんするためのもの 
468  467  468  468  467  

（うち指定法人引渡量)(うち市独自処理量） （０） （468） （０） （467） （０） （468）  （０） （468） （０） （467） 

⑨白色トレイ 0.17  0.17  0.17  0.17  0.17  

（うち指定法人引渡量)(うち市独自処理量） （0.17） （０） （0.17） （０） （0.17） （０）  （0 .17） （０） （0.17） （０） 

 

 

９．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサ 

 イクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

 

（１）過去３ヵ年の実績を基に算定した令和元年度見込を予測基礎とした。（①は毎年の減少幅大

きいため減少率により算定した。） 

（２）過去３ヵ年の実績を基に算定したごみ総排出量の推移比率に併せ、予測基礎から各年度の

値を算定した。 
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１０．分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

 

分別収集は現行の収集体制により次表のとおり行う。 

なお、現在町会、自治会、ＰＴＡ等による団体回収が進んでいる品目については、引き続きこれらの団体が

並行して分別収集を実施することとする。 

 

容器包装廃棄物の種類 
収集に係る 
分別の区分 収集・運搬段階 選別保管等段階 

缶 

スチール缶 

資源物 
（ビン・缶） 

集積所回収（指定日排
出・指定日回収、市によ
る回収）及び団体回収 

市 

（ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ） 

アルミ缶 

び
ん 

ガラスびん（無色） 

ガラスびん（茶色） 

ガラスびん（その他） 

紙 

飲料用紙製容器 
資源物 

（紙類） 

直接問屋 

へ引渡し 
段ボール 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ペットボトル 
資源物 

（ペットボトル） 
集積所回収（指定日排出・指定
日回収、市による回収） 市 

（ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ） 
白色トレイ 

拠点回収 
（白色トレイ） 

市による回収 

 

１１．分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

 

分別収集後の処理は、現行の当市リサイクルプラザの施設で選別、圧縮、保管を行う。但し、紙パックと段

ボールは、収集後、直接問屋に引渡しを行う。 

 

容器包装廃棄物の種類 収集容器 収集車 中間処理 

缶 

スチール缶 市指定のごみ袋または 
透明・半透明のポリ袋 
（一部ネット袋による回収） 

パッカー車 

リサイクルプラザで 
磁力選別・圧縮・保管 アルミ缶 

び
ん 

ガラスびん（無色） 
市指定のごみ袋または 
透明・半透明のポリ袋 

リサイクルプラザで 
色選別・保管 

ガラスびん（茶色） 

ガラスびん（その他） 

紙 

飲料用紙製容器 
ひもで束ねる 平ボディ車 直接問屋へ引渡し 

段ボール 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ペットボトル 
市指定のごみ袋または 
透明・半透明のポリ袋 
（一部ネット袋による回収） 

パッカー車 
リサイクルプラザで 
圧縮・保管 

白色トレイ 専用の回収ボックス 平ボディ車 
リサイクルプラザで 
保管 
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１２．その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 

（１）関係組織の設置 

 市では、「環境審議会」を設置し、一般廃棄物の処理等に関する事項を調査・審議させている。また、連

合町会等で構成する「習志野市をきれいにする会」は、市民による清掃活動の指導推進、清掃思想の普及等

を図っている。 

  

（２）団体回収 

 市では「習志野市有価物回収運動奨励金交付要綱」により、町会、自治会、ＰＴＡ等が行う資源物の団体

回収に対し活動の支援を行い、市民の自主的なリサイクルの活性化を図っている。 

 

（３）事業者に対する啓発活動 

 市では、事業用建築物（延床面積1,000㎡以上かつ排出量１日平均50㎏以上）の所有者又は占有者に対

し、「事業系一般廃棄物減量化・資源化計画書」の提出を義務付け、事業者の減量、適正処理に関する助言

指導を行っている。 


